
出会いは宝、そして、周りの人を喜ばそう 
校長 関 眞理子 

２学期が始まり、学校に元気なこどもたちが帰ってきました。会えることを楽しみにしていました。 
夏季休業中、地域で、大変お世話になり、ありがとうございました。社会を明るくする運動での６年代表児童の発表や、町
会や地域行事での夏祭り、祭礼、おやじの会主催「学校で遊ぼう会」、PTA と共催した「夏のわくわくスクール」など、多く
の方々との出会いや体験にふれ、こどもたちの心がわくわくしたり、ドキドキしたり、新しいことを発見したりと、一人一人の
こどもたちのそれぞれの学びが深まったことと思います。かかわってくださった皆様方へ、感謝申し上げます。 
さて、令和６年８月８日に、日向灘を震源とする大規模は地震が発生しました。南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）
が初めて発表されました。災害が起こりやすい日本です。皆で防災意識を高め、いざというときに、慌てずに行動できるよ
う、本校学校公開として、６月２９日での「ＢＯＵＳＡＩ デー」でｊは、防災のお話や体験等も含め、事前の準備や普段の生活
のなかで、ローリングストック食品などを備蓄しておきましょう。 
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令和２年度より昨年度までの間、新教科「おおたの未来づくり」を進めていく中で出会った授業パートナー（授業協力く
ださる企業・団体・各種学校等）、「小関みどりさん（右写真）」からこの夏休みにうれしいお知らせが届きました。 
大田区から高知県香美市に移住され、その間の活動が高知新聞に掲載されたという知らせでした。 
「アンパンマン」を生んだ香美市出身の漫画家「やなせたかしさん」を「人生の指針」とする小関さん。 
来春の朝ドラ「あんぱん」の放送決定を契機に、地域おこし協力隊として、今度は、「大田区」から「高知 
県香美市」の魅力を伝えるため、日夜、笑顔で地域の魅力の掘り起こしをされていらっしゃいます。 
小関さんは、大田区で「梅ちゃん先生」「花子とアン」を生かしたツアーやイベント、そして、本校のこども 
たちに、「おおたの魅力をもっと知ってもらいたい！もっと、伝えたい！」と、魅力ある大田区の資源やみどこ 
ろ、観光パンフレットのまとめ方などを教えてくださいました。 
お仕事の舞台は、変わっても、小関さんが夢を追いかけていることを知り、やなせたかしさんの著書    小関みどりさん 
「アンパンマンの遺書」を読み深めつつ、「やなせたかしさん」の思いや考え方、生き方を知ることができました。 
皆が知っている「アンパンマン」のテーマソングの歌詞にもあるよう、「何のために生まれて、何をして生きるのか。分から
ないまま終わる。そんなのは嫌だ。」という歌詞は、やなせたかしさん自身への問いかけであり、「何のために生まれて、何を
して生きるのか。」は、自身のテーマソングでもあるそうです。小関さんを通して、高知県香美市と本校とでつながり広がる
学びを考えています。皆の幸せのために、私たちができることを思いめぐらせながら、こどもたちのもてる力を発揮して、未
来を創り出していきます。そして、こどもたちとともに素敵で温かい町づくりを目指していきます。 
２学期も、どうぞ、本校のこどもたちを見守り、育ててくださいますよう、お願いいたします。 

 
 

                           

  

 

    

  
 

日 曜 ９月の行事予定 
授 業 時 数 （ 学 年 ）            
１  ２   ３  ４  ５  ６ 

SC 

1 日                 
2 月 始業式 避難訓練（風水害、集団下校）：集団下校開始時刻11:51頃～ 4 4 4 4 4 4   
3 火 給食始 委員会⑤ 卒業アルバム撮影日 5 5 5 5 6 6 〇 
4 水 午前授業 CAST（６） 4 4 4 4 4 4   
5 木 安全指導 計測（６）夏休み作品展始 生活科見学（２）１回目 

六郷 BASE起業家教育（４） 
5 5 6 6 6 6   

6 金 計測（５）ITでよりよい未来を（６）３～６校時 お話会（１，３，５） 4 5 6 6 6 6   
7 土                 
8 日                 
9 月 運動会特別時程開始 全校朝会  計測（４）夏休み作品展終 5 5 5 6 6 6   

10 火 クラブ⑦ 計測（３）TAP体育館使用（６）縦割班活動⑤  
卒業アルバム撮影日 

5 5 5 6 6 6 〇 

11 水 児童集会 卒業アルバム撮影日 生活科見学（２）２回目 
伊豆高原移動教室保護者説明会（５）１４：３０～体育館  

4 5 5 5 5 5   

12 木 計測（２） 5 5 6 6 6 6   
13 金 計測（１）水泳指導終 校外学習（5組）  

ITでよりよい未来を（６）３、４校時体育館 お話会（２・４） 
4 5 6 6 6 6 〇 

14 土 校庭開放               
15 日                 
16 月 敬老の日               
17 火 計測（5組） 教育実習始 5 5 5 6 6 6 〇 
18 水 音楽朝会 4 5 5 5 5 5   
19 木 亀田製菓２～４校時（４） 生活科見学（２）３回目 5 5 6 6 6 6   
20 金 社会科見学（５） 4 5 6 6 6 6   
21 土                 
22 日 秋分の日               
23 月 振替休日               
24 火 午前授業 研究授業（4-2(音楽)、５組） 4 4 4 4 4 4 〇 
25 水 体育朝会 5 5 5 6 6 6   
26 木   5 5 6 6 6 6   
27 金 連合運動会（5組） お話会（２・４） 4 5 6 6 6 6 〇 
28 土                 
29 日                 
30 月 全校朝会 5 5 5 6 6 6   

 

学校ホームページ：https://www.ota-school.ed.jp/izumo-es/ 
住所：〒144-0044東京都大田区本羽田１丁目２番４号 
電話：03(3742)3542  FAX：03(3742)3543 

○いいつでも、どこでも、チャレンジするこども  

○ずずっと、なかよし、やさしいこども 

○も もりもり、わくわく、きたえるこども 

令和 ６ 年 ９月 ２日 
大田区立出雲小学校 
校 長   関  眞理子 
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９月２１日～３０日は 

「全国交通安全運動」

期間です。交通安全に 

気を付け、道路の歩行

や自転車の乗り方等、

見直しましょう。 



＜共通＞ 教材費口座引落日：９月２５日（水）※前日までに口座へ御入金ください。 
〇算数少人数指導について 
本校では、「算数少人数指導」により、算数科教育をすすめています。「算数少人数指導」は、基礎的・基本的内容を確実に

し、個に応じた指導をします。少ない人数での授業空間により、多くの発言や説明を通して理解につなげます。普段発言しな
い子も発言しやすくなります。分からないことを、「分からない」というサインを発しやすくなります。こどもたちの考
えたことや回答に寄り添い、解き方や考え方でのつまずきを個別に理解を深めた学習を行っています。「分かる」ことや
「できた」ことは、こどもたちの自信につながり、更なる意欲につながっています。算数科学習を通して、自ら考え、解決する
力を育むと共に、自律性や協働性を高めていきます。 
〇運動会について 
日程：１０月５日（土）  今年度も昨年に引き続き、午前中のみの開催とします。 

雨天等の場合→６日（日）実施  ７日（月）振替休業日   
５日（土）・６日（日）も雨天等の場合は、８日（火）に実施とします。  

内容：◆各学年の短距離走、表現運動種目 ◆１・２・３学年選抜リレー・４・５・６学年選抜リレー  
◆全校競技「大玉送り」を予定しております。 

※運動会準備のため、１０/１（火）は６学年が６時間授業、１～５学年は５時間授業になります。 
※１０/４（金）は６学年が５時間授業、１～５学年は４時間授業になります。 
〇夏休み作品展について 
日時：９月５日（木）～９日（月）  
※受付時間は１５：３０～１６：１５までです。保護者鑑賞時間は、１６：３０までです。 
※南門から入校し、体育館横通路の受付を経てください。退出は、正門からお願いいたします。 
〇おやじの会「学校であそぼう会」：８月２４日（土）本校校庭、家庭科室 
 おやじの会、スクールサポートいずも、ＰＴＡ等の御協力のもと、「学校であそぼう会」が 
開催されました。猛暑のため、プール教室は中止になりましたが、夜は線香花火と仕掛け花火 
を楽しみました。また、家庭科室ではホットドックを作っていただき、皆で美味しくいただき 
ました。御協力いただいた皆様、ありがとうございました。夏のよい思い出の一つとなりました。 

１学年   教材費口座引落金額： 1,290円 

〇教科書下巻について 
  ２日（月）に、国語科・生活科・図画工作科教科書下巻を
配布しました。落丁等の確認と児童氏名の記名をお願いい
たします。 
国語科教科書下巻は、１０月頃から使用します。 
生活科・図画工作科教科書下巻は、令和７年度に使用し
ます。それまで学校で保管しますので、3冊ともに、９月４日
（水）にお子さんに持たせてください。 

教材費口座引落金額 

１学年      ０円 

２学年      ０円 

３学年      ０円 

４学年      ０円 

５学年 3,5０0円 

６学年 2,0０0円 

５組 

・学校だより表面の各学年の授業予定時数を  
御確認ください。 
学校だより表面と異なる下校時刻について 
・３日 （火） ５・６学年   午後３：１０ 
・１０日（火） ４～６学年  午後３：２５ 
・１３日（金） 全学年    午後２：３０頃 
・２０日（金） ５学年（社会科見学）  

午後３：４５ 
・２４日（火） 全学年（研究授業により５時間  

授業）    午後２：25 
・２７日（金） 全学年（連合運動会）「週刊ポレポレ」でお知らせ予定 

３学年   教材費口座引落金額：2,500円 

○音読の宿題について 
３年生の学習発表会は、外国語活動の成果を発表しま

す。物語や歌を暗唱する宿題を２学期から出していきま
す。使用教材は、タブレット端末「Classroom」に入って
います。御家庭で聞いていただき、お子さんの良いとこ
ろをたくさん褒めていただけたら幸いです。 

２学年   教材費口座引落金額： 1,698円 

〇２学期の生活科学習について 
生活科では、身近にあるものを使って、動くおもちゃを作
ります。詳しくは、以下の教科書のページを参照してくださ
い。お子さんと一緒に材料を集めておいていただきますよ
う、よろしくお願いいたします。 
生活科「せかいでひとつ わたしのおもちゃ」ｐ５８～６１ 

５学年   教材費口座引落金額： 3,500円 

○ 伊豆高原移動教室保護者説明会について 
日時：９月１１日（水）１４：３０～１５：３０     
会場：体育館 
説明会当日に、現地で使用するお小遣い 2,000 円をお

預かりします。お小遣いは、ジップロックや封筒など簡易的
に財布代わりになる袋に入れて、児童氏名を記載の上、担
任に手渡してくださるようお願いいたします。なお、当日の
説明会への入退校は、本校正門からお願いいたします。 
○ 社会科見学について 
日時：９月２０日（金） 
場所：日本未来科学館、そなエリア東京 
※当日の時間や行程等詳細については、後日、改めてお
知らせいたします。 

４学年   教材費口座引落金額： 2,500円 
〇校内研究授業について 
９月２４日（火）は校内研究日のため、全学年午前授業です
が、「４学年２組のみ５時間授業」となります。他クラスと下校時
刻が異なりますので、よろしくお願いいたします。 
〇総合的な学習の時間について 
２学期には、総合的な学習の時間で「私が提案！ハッピーな
お菓子」の学習に取り組みます。亀田製菓（株）の方々に御協
力いただき、お菓子のパッケージデザインや新商品の企画・開
発に取り組んでいきます。保護者の皆様には、商品開発に向け
たアンケートへの御協力をお願いしたいと考えています。御理
解と御協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 
〇運動会の練習について 
今年度の運動会で、４学年は、「スカーフ」を使ってダンスを
します。一括で購入する予定ですが、練習では、大きいハンカ
チやランチョンマットなど使いたいと考えています。御用意いた
だき、９月５日（木）までにお子さんに持たせてください。御協
力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

６学年     教材費口座引落金額： 4,500円 

大田区独自教科「おおたの未来づくり」の学習では、日本 TATA コンサルタンシー サービシーズの御協力をいた
だき、こどもたちの自由な発想を生かしながら、学習を進めていく予定です。同じく、「おおたの未来づくり科」
の学習では、「広めよう 大田の海苔文化」という単元で、守半海苔店に御協力をいただき、大田区の海苔文化を伝
承する学習をしていきます。学習の中で、動画を制作したり、レシピを考案したりしてすすめていきます。レシピ
の考案の中で、調理実習を行う予定です。持ち物や食材などについての諸連絡を、週予定でお知らせしますので、
必ず、御確認ください。 



 

＜体罰防止ポスター＞ 

本校では、令和６年７月 19
日の１学期終業式後、体罰根絶
研修（教職員研修）を実施しまし
た。様々な事例を通して、一人一
人の教職員が体罰根絶の意識
を高くもち、学びを深めました。
研修終了時には、各学年ごとに、
体罰根絶に向けたスローガンを
考えました。常に右記のスローガ
ンを見て、こどもたちが安心して
学べる環境づくりの一環として
（チーム出雲）取り組んでまいり

ます。 


